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99 フジテレビジョン編（1970）『フジテレビジョン十年史稿』フジテレビジョン、p58-59 
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111 鉄骨造でつくるにあたって約 4,000 トンもの鉄が必要で、鉄の手配は設計開始とほぼ同時期に行わ

れた。だが、造船の鉄鋼需要の高まりで供給が追いつかず、実際の契約は 1957（昭和 32）9 月にず
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150 Michael「 Shapiro,「 The「 Last「 Good「 Season:「 Brooklyn,「 The「Dodgers,「 and「 Their「 Final「 Pennant「 Race「

Together,「Broadway,「2004,「p.17 

 



第２章 屋根付き球場計画：正力ドーム 

 

 

 

 

151 Benjamin「D.「Lisle,「Modern「Coliseum:「Stadiums「and「American「Culture,「University「of「Pennsylvania「

Press,「2017,「p.75 
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議に「鈴木惣太郎氏よりの通信」として提出された（東京都公文書館内田祥三文庫所蔵資料） 
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9 月から翌年 3 月にかけて Three「Structures「 by「Buckminster「Fuller と題する展覧会が開催されてい

た。 
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172 内藤多仲も東京スタジアムの誕生によって新宿球場が実現に至らなかったとの認識を示している「（内

藤多仲（1968）「夢に生きる」『日本テレビ』夏号、日本テレビ放送網、p20）。 
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121 電波タイムズ 1969 年 3 月 27 日「テレビ塔建設動き出す NHK建設委員会が発足」 

122 日刊建設工業新聞 1969 年 7 月 4 日「NHK 来週中に確認申請へ 代々木放送タワー建設」 

123 「『NHK-UHF-TV「TOWER「 地震応答計算書（その１）報告書』「（1969 年 4 月 30 日）から「『NHK-UHF-
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131 朝日新聞 1969 年 7 月 12 日朝刊「世界一かけテレビ塔合戦 両者譲らぬ力相撲 行司・郵政省 軍
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152 大規模な住宅展示場はまず関西を中心につくられた。最初の例が 1966（昭和 41）年の「ABC モダ
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25 「これに先だちまして、昭和三十二年に三十三年度予算案を組む前提として、ただいま申し上げた新

龍土町の土地を決定するに至る段階としては、大蔵御当局からワシントンハイツの一部解除はあるい
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33 宮内嘉久（1962）「「NHK「・TVセンター指名設計競技：公正を欠くコンペ問題再検討の必要」「『美術手

帖』3月号、美術出版社、p79 

34 宮内嘉久（1962）「コンペ問題再検討の契機」『建築文化』2月号、彰国社、p116 

35 「『テレビセンター建設に関する打合会（第 1回）議事録（1961 年 3 月 6 日）』「（東京都公文書館内田祥
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沸いた。 

2 ドームが完成した年に、球団名がコルト 45s からアストロズに変更。球場の名称もコルツドームから
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毎日新聞 2005 年 2 月 8 日朝刊「東武鉄道：新東京タワー誘致、推進表明」 

41 朝日新聞 2004 年 12 月 25 日朝刊「「新東京タワー、としまえんに」 練馬区も誘致に名乗り」 
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43 朝日新聞 2005 年 5 月 21 日朝刊「新東京タワー 都市戦略に立つ建設を」 

44 Japan「Times「2012 年 5 月 23 日付「 ”Tower's「developers「considered「several「figures「before「finally「settling「

on「634”によると、東京スカイツリーの高さが 634m に決まる過程では、「628」「633」「645」「666」

も候補に挙がったという。「「628」は、隅田川を挟んだ対岸にある浅草寺が創建された 628 年にちなん

だものである。建設地は墨田区内だが、台東区と連携することが選定の条件だったことから、台東区

の古くからのシンボルにちなむことでバランスを取ろうとしたのかもしれない。なお、浅草は東武伊

勢崎線（東武スカイツリーライン）の終着駅でもある。また、「633」は日本の教育システム 6・3・3

年制、「「645」は大化の改新の年からとったものである。だが、これらの数字は、外国人観光客には意

図が伝わりにくいとして却下された。最も高い「「666」は、東京タワーの高さ 333mの二倍の数字であ

る。新旧の東京のランドマークを対比させる上ではわかりやすい数字だった。だが、アンテナを除く

塔本体の高さが既に 495m で決まっていたために設計変更が難しく、アンテナを追加しても構造上

640mが限界だった。最終的に、「武蔵の国」の語呂合わせで「634」に落ち着くことになる。 

45 日建設計の西村浩執行役員経営企画室長（2012 年当時）は、「不思議ですね。610 メートルは東京ス

カイツリーの計画発表とまさに同じ高さです。（スペックも）似てますね」「これを歴史は繰り返すと

いうのでしょうか」と述べている（山下努・大澤昭彦（2012）「幻の代々木タワー計画：高さ 610 メ

ートル 43 年前の「スカイツリー」」『AERA』7月 16 日号、朝日新聞出版、p49）。 

46 シカゴ・スパイアは、2005 年 7 月に計画が発表され、2007 年に着工したが、翌年のリーマンショッ

クの影響で資金調達が進まず中止された。 

47 タワー建設地付近は海抜 900mの位置を飛行機が通るため、この位置から 300m の範囲内に建造物を

つくることができなかった。 
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